









































































和 35 年映画「エラブの海」で徳郎氏のシマウタが採用された[指宿 2004]が、現在でも
愛聴されているのは、昭和 48 年名瀬のセントラル楽器で制作された「勝島徳郎傑作集」
である6。 
                                                  
3 本稿は、2004 年 9 月 13 日尼崎市杭瀬における勝島伊都子氏へのインタビューを元に、





















































































































































































                                                  
15 三味線を調弦する際に使用する調子笛の音の高さを指す。三味線の一の糸の音高である。
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東京：BookPark（オンデマンド出版）、188 頁。 
（東京藝術大学音楽学部楽理科博士論文ライブラリー GEID-0014）  
 
  
                                                  
16 武下和平氏については、拙稿「伝統認同的延続性――以奄美島歌為例――」[島添 2007]で
論じている。 
 
